
 

 

 

 

 

たくさんのご参加ありがとうございました 

７日（木）に実施した授業参観と救急法講習会には，大勢の保護者の皆様のご参加をいただき，誠にありが

とうございました。授業参観の様子はホームページにも少しだけ掲載させていただきましたが，どの学年でも

子どもたちの嬉しそうな笑顔といつも以上に張り切っている姿が印象的でした。 

５校時終了後に行った保健部主催の救急法講習会には，５年生の保護者の皆

様に参加していただきました。本校用務員で元・南アルプス消防本部に勤務し

ていた長沼俊彦さんに講師を引き受けていただき，心臓マッサージのやり方と

ＡＥＤの使用方法について実習を行いました。暑い体育館の中で，最初にやっ

ていただいたのが２分間の心臓マッサージです。２分間と書くととても短い時

間のように思えますが，実際に心臓マッサージを継続して行う２分間はとても

長く，皆さん額に汗を浮かべながらダミー人形の胸部を押し続けてくださいました。後半のＡＥＤの使用方法

の実習では，練習用のＡＥＤを使って，倒れている人を発見してから心臓マッサージ→ＡＥＤの使用という一

連の流れを体験していただきました。 

私たち教職員は，毎年プールを開設する時期には救急法の講習を受けていますが（ここ２年はコロナ禍のた

め，開催を見合わせていた学校が多かったので，今年は久しぶりの救急法講習でした），保護者の皆さんの多

くは初めての経験だったようです。私もこの職に就いてから３０年以上経ちますが，幸いにして実際に心肺蘇

生を行った経験はありません。でも，地震や火災などの災害と同様，いつ私たちの身の回りで体調を崩したり

事故に遭う人がいたりしないとも限りません。避難訓練と同じように，いざという時を想定して訓練を重ねる

ことがとても大切だと思います。本校では，来年度以降も継続して救急法講習会を実施していこうと考えてい

ます。ぜひお子さんが該当学年となったときには積極的な参加をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心肺蘇生法についてはさまざまな資料がホームページにもアップされています。イラスト入りで比較的簡

潔に手順がまとめられている日本医師会の資料（https://www.med.or.jp/99/cpr.html）が分かりやすいと思

います。日本医師会のホームページには，資料のスマートフォンへの登録方法も紹介されていました。活用し

てみてはいかがでしょうか。 
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 算数の時間に（特に低学年では）具体物を使って計算の仕方を説明することがよくあ

ります。子どもの興味関心を引くことができる，具体物を操作することによって視覚を

活用して理解することができるなど，理由はいくつかありますが，使用する具体物がそ

の子にとって好きなものや大切なものだった場合，より強く印象に残る（エピソード記

憶になる）ことも確かめられています。一方で，具体物の印象があまりにも強すぎると，

そちらにばかり気をとられてしまい，肝心の計算はどこへやら…ということも，時々あったりします。 

この子にとってのアメはいい具体物，お父さんにとってのビールはあまりよくない具体物ということになるのでしょうか…。 

授業をするときにどんな具体物を用意するかは，教師の工夫のしどころ（腕の見せどころ）でもあります。

次に授業参観で算数の授業を見るときには，先生がどんな具体物を使っているか（あるいは使っていないか）

に注目すると，ちょっと違った面白さがあるかも知れませんね。 

様々な計算。 

 

「パパ，『ひく』って，取っちゃうってことだっけ？」 

湯船の中で，娘（４才）が聞く。 

「そうだよ。だから，３ひく２は，３つから２つ取っちゃうから」 

「えーと，えーと……，２つ！」 

 

……やはり，そうきたか。得意気な娘の顔。彼女の計算法はこうだ。 

まず右手の指を，いち，にい，さんと３本立てる。そしてそのうちの２本を左手で握って隠す

のだが，その時なぜか左手の人差し指を立ててしまうから（いつもそう，クセだ），それも一緒

に数えて，「２つ！」 

 さてどうしたものかと考えて，私はふと，＜アメ算＞を思いついた。 

「じゃあ，ユキの好きなアメが３つあってさ」「うん」「それで２つなめちゃったら残りはいく

つ？」 

「１つ」 

「（おっ，早い）じゃあ，３つあって，１つなめたら」「２つ」「４つあって，２つなめたら」 

「えーと，それも２つ」 

暗算だぜ。アメ算の威力恐るべし。 

 

さて，ほめられてニコニコ顔の娘を先に出し（バスタオルを持ってきた妻に話すと，彼女は感

心するよりも笑っていたが），私はのんびりと湯につかった。フウッ。じっくりあったまると，

風呂上りのビールがまた格別なんだよな。 

 

 待てよ，ビールあったっけ。たしかこの前，缶を４，５本買ったけど，その日は妻も一緒に 

飲んで…えーと 昨日は１本だったから…。 

 いつの間にか，私は真剣に＜ビール算＞に取り組んでいた。 

 

 

花王「暮らし百景アーカイブ」より 


